
畜産PR大使「おーいたん」

★公益社団法人 大分県畜産協会 http://ooita.lin.gr.jp/

当協会のホームページです。マルキン情報の他、市場結果、種雄牛情報等も掲載しております。

★独立行政法人 農畜産業振興機構 https://www.alic.go.jp/operation/livestock/assistance-marukin_00002.html

補填金単価の公表の他、単価算定に関する各種参考資料等が掲載されております。

マルキンだより令和４年２月９日

公益社団法人 大分県畜産協会 TEL：097-545-6594
FAX：097-554-4049

第131号

令和３年１０・１１・１２月分交付金精算払単価公表

肉用牛肥育経営安定交付金制度の令和３年１０・１１・１２月分の交付金確
定単価が公表されましたので、精算払いを行います。

また、１２月分の公表された交付金単価は乳用種については、40,420.8円
の交付となります。肉専用種、交雑種の発動はありませんでした。

詳細につきましては、肉用牛肥育経営安定交付金制度の交付金単価につ
いて【令和3年１０・１１・１２月分】（独立行政法人農畜産業振興機構発行）
をご覧ください。

トピックス

•令和3年10・11・12
月分の単価（精算払）
が公表されました。

•10・11・12月分の交
付金交付は、2月24日
（木）を予定しておりま
す。

牛マルキン事業に関係するホームページ



★畜産物の市況展望【牛肉】 

～オミクロン拡大で牛肉の外食需要低迷、下げ予想～ 

 1月の牛枝肉価格は、昨年出現した新たな変異種「オミクロン株」の急拡大により、12月

の好調さからは一転して弱含みの展開となった。1 都 3 県で再び「まん延防止等重点措置」

が要請され、飲食店の予約キャンセルが相次ぎ、月初の補充買いが一巡した後は慎重な手当

てが続いた。 

 2021 年 12 月の牛枝肉価格は、和牛は去勢 A5 が前月比 126 円高の 2,866 円（前年同月

比 40円安）、同 A4は 124円高の 2,601円（同 49円安）、同 A3は 26円高の 2,375円（同

12円安）、A2は 124円高の 2,041円（同 83円安）。 

交雑牛も B4が 41円高の 1,726円（同 145円安）、B3が 107円高の 1,581円（同 128円

安）、同 B2は 56円高の 1,348円（同 155円安）と上伸した。 

 新型コロナウイルス下で迎えた 2 回目の年末年始は全国的に感染状況が低水準に抑えら

れていたことから、帰省や旅行をする人が増加。2年ぶりに家族や親戚と集まり、ごちそう

を食べようとする機運が高まり、地方の小売店や飲食店にも客足が戻ったことで牛肉全体

の売れ行きは堅調だった。都心部も人出が増えたことで飲食店も順調でホテルもコロナ前

のような賑わいをみせたようだ。しかし、新たな変異種「オミクロン株」が出現、年明けか

らは全国的に急拡大することとなり、1 都 3 県で再びまん延防止等重点措置が要請された。

従来よりも感染力が強く飲食店の予約キャンセルが相次ぎ、年明けの牛枝肉価格は月初の

補充買いが一巡した後は慎重な手当てが続いた。 

1月はもともと不需要期に当たるが、オミクロン株の感染拡大が顕著となり、一転して牛

肉消費に不透明感が強まった。今後は感染拡大に伴う流通業の破綻が懸念される。社会イン

フラへのインパクトは大きく、と畜場の稼働や運送なども含め関係者の警戒感は高まって

いる。オミクロン株が収束しない限り 2月はさらに下げるとの見方。ただ、内食需要にシフ

トすることから、輸入チルドの在庫が少ない中で交雑牛や和牛スソ物は比較的堅調さを保

つかもしれない。 

和牛去 A5 で 2,500 円、A4 で 2,200 円前後、A3 で 2,000～2,100 円。交雑種は去勢 B4

等級が 1,700円中心、同 B3で 1,500～1,600円、同 B2は 1,300円か。 

 

（※公益社団法人中央畜産会 発行 畜産コンサルタント誌 2月号 抜粋） 


